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第
三
に
、
星
野
文
昭
さ
ん
の
44
年

間
の
不
屈
の
獄
中
闘
争
を
引
き
継
ぎ
、

闘
い
抜
く
裁
判
で
す
。
国
家
権
力
の

憎
し
み
を
一
身
に
受
け
仁
王
立
ち
し

て
闘
う
大
坂
さ
ん
と
固
く
団
結
し
、

渋
谷
闘
争
か
ら
半
世
紀
に
及
ぶ
不
屈

の
反
弾
圧
闘
争
＝
国
家
権
力
打
倒
の

安
保
・
沖
縄
闘
争
に
労
働
者
民
衆
の

側
か
ら
決
着
を
つ
け
る
根
底
的
な
社

　
大
坂
正
明
さ
ん
の
初
公
判
が
10
月

25
日
に
開
か
れ
ま
す
。
未
決
勾
留
5

年
、
つ
い
に
で
っ
ち
上
げ
を
粉
砕
す

る
裁
判
が
始
ま
り
ま
す
。
10
月
25
日
、

労
働
者
民
衆
の
怒
り
で
裁
判
所
を
包

囲
し
ま
し
ょ
う
。
絶
対
に
大
坂
さ
ん

を
取
り
戻
そ
う
。

　
大
坂
裁
判
は
第
一
に
、
無
実
の
政

治
犯
・
大
坂
正
明
さ
ん
を
取
り
戻
す

闘
い
で
す
。
指
名
手
配
46
年
の
末
に

逮
捕
・
起
訴
な
ど
許
す
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
加
え
て
5
年
間
も
の
未
決

勾
留
、
こ
の
間
の
医
療
放
置
、
そ
し

て
接
見
禁
止
と
い
う
前
代
未
聞
の
弾

圧
を
打
ち
破
り
、
奪
還
し
よ
う
。

　
大
坂
さ
ん
は
無
実
で
す
。
検
事
は

で
っ
ち
上
げ
供
述
調
書
以
外
に
何
も

「
証
拠
」
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
星
野

文
昭
さ
ん
を
有
罪
に
し
た
も
の
と
全

く
同
じ
証
拠
構
造
で
す
。
こ
ん
な
裁

判
は
許
さ
な
い
！ 

　
第
二
に
、
こ
れ
は
沖
縄
闘
争
・
反

戦
闘
争
に
対
す
る
弾
圧
で
す
。
１
９

７
１
年
11
・
14
渋
谷
闘
争
は
、
沖
縄

民
衆
と
連
帯
し
、
核
と
基
地
と
戦
争

に
反
対
し
て
闘
っ
た
本
土
に
お
け
る

安
保
・
沖
縄
闘
争
の
頂
点
を
な
す
闘

い
で
し
た
。
権
力
の
支
配
を
揺
る
が

し
た
が
ゆ
え
に
加
え
ら
れ
た
で
っ
ち

上
げ
弾
圧
で
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

下
、
日
米
が
中
国
侵
略
戦
争
を
見
据

え
改
憲
・
大
軍
拡
へ
と
突
き
進
も
う

と
し
て
い
る
中
、
改
憲
・
戦
争
阻
止

の
闘
い
に
お
い
て
沖
縄
闘
争
の
位
置

は
巨
大
で
す
。
再
び
の
沖
縄
戦
を
許

さ
な
い
！
沖
縄
を
核
ミ
サ
イ
ル
基
地

に
さ
せ
な
い
闘
い
と
一
つ
に
、
大
坂

裁
判
を
闘
い
ぬ
き
ま
し
ょ
う
。

初
公
判
に
大
挙
結
集
し

大
坂
さ
ん
取
り
戻
そ
う

で
っ
ち
上
げ
弾
圧
粉
砕
へ

歴
史
的
決
戦
に
立
と
う
！

会
変
革
の
闘
い
で
す
。

　
星
野
さ
ん
の
命
を
奪
っ
た
権
力
へ

の
怒
り
、
病
気
で
公
判
停
止
と
な
っ

た
奥
深
山
幸
男
さ
ん
を
亡
く
な
る
ま

で
36
年
間
も
裁
判
に
縛
り
付
け
、
大

坂
さ
ん
へ
の
指
名
手
配
を
続
け
た
権

力
へ
の
怒
り
、
一
切
合
切
を
争
う
大

裁
判
闘
争
を
闘
お
う
！

　
新
自
由
主
義
を
極
限
ま
で
進
め
、

労
働
者
民
衆
の
生
活
を
破
壊
し
命
を

奪
っ
て
き
た
安
倍
元
首
相
が
銃
撃
さ

れ
て
死
に
ま
し
た
。
社
会
に
怒
り
が

満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
機
動

隊
の
暴
力
支
配
を
「
実
力
デ
モ
」
で

打
ち
破
り
沖
縄
の
ペ
テ
ン
的
返
還
反

対
の
声
を
轟
か
せ
た
星
野
さ
ん
、
大

坂
さ
ん
ら
の
闘
い
は
、
労
働
者
民
衆

の
圧
倒
的
正
義
と
し
て
再
び
迎
え
入

れ
ら
れ
る
情
勢
で
す
。

　
い
ま
安
倍
の
死
で
権
力
支
配
は
グ

ラ
グ
ラ
で
す
。
新
自
由
主
義
が
行
き

詰
ま
り
社
会
が
崩
壊
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
今
こ
そ
決
戦
の
時
で
す
。

　
8
月
27
日
、
大
坂
裁
判
の
必
勝
を

期
し
て
総
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
訴
え
ま
す
。
大

坂
さ
ん
奪
還
へ
、
い
ざ
進
も
う
！

  
大
坂
裁
判
勝
利
！
　
総
決
起
集
会

　
　

８
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分

　
　

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
江
戸
川
区
中
央
４
の
14
の
１
）

初公判は10初公判は10月月2525日日
８８・・２７総決起集会へ２７総決起集会へ
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皆
様
か
ら
頂
い
た
手
紙
は
、
事
務
局
が
裁
判
所
に
接
見
禁
止
一
部
解

除
を
申
し
立
て
、
大
坂
さ
ん
の
手
元
に
届
け
ま
す
。
東
京
拘
置
所
に

送
っ
て
も
大
坂
さ
ん
に
は
届
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〒
１
０
５-
０
０
０
４

東
京
都
港
区
新
橋
２
の
８
の
16
　
石
田
ビ
ル
４
階

大
坂
正
明
さ
ん
救
援
会
気
付
　
大
坂
正
明
さ
ん
宛

宛
先 大
坂
さ
ん
に
残
暑
見
舞
い
を
送
ろ
う

暑
中
見
舞
い
で
団
結

獄
壁
を
打
ち
破
る
心
の
交
流

獄
壁
を
打
ち
破
る
心
の
交
流

（上段左）千葉県Ｎさん　（上段右）
広島県Uさん　（中段）兵庫県Ｎさ
ん　（下段左）群馬県Ｆさん　（下
段右）秋田県Ｋさん
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今
年
も
九
州
絵
画
展
に
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
10
月
25
日
裁
判
開

始
の
報
を
聞
き
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
、

決
戦
の
時
来
る
と
の
思
い
で
、
何
と

し
て
も
無
実
の
学
友
・
大
坂
正
明
さ

ん
を
取
り
戻
す
決
意
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
工
大
反
戦
会
議
の
同
志
と
し
て
半

世
紀
前
に
出
会
っ
て
以
来
、
常
に
闘

い
の
先
頭
に
立
つ
姿
と
真
摯
な
眼
差

し
と
熱
い
思
い
は
わ
が
胸
中
か
ら
離

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

沖
縄
闘
争
デ
モ
に
参
加
し
で
っ
ち
上

げ
全
国
指
名
手
配
と
長
き
に
渡
っ
て

彼
は
不
屈
に
戦
い
抜
い
て
き
ま
し
た
。

不
当
逮
捕
以
来
、
大
分
の
地
で
署
名

活
動
、
定
例
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

無
実
解
放
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し

た
。
救
援
会
の
東
京
で
の
街
宣
・
東

拘
包
囲
デ
モ
・
差
し
入
れ
な
ど
精
力

的
な
闘
い
に
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　
沖
縄
の
現
実
は
時
は
過
ぎ
て
も
闘

地
に
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
明
白
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
星
野
絵
画
展

の
意
義
や
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
情
勢

に
つ
い
て
宣
伝
し
、
と
り
わ
け
現
代

の
若
い
人
々
に
そ
の
こ
と
を
直
接
働

き
か
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
会

場
の
半
分
は
「
沖
縄
展
」
に
し
ま
し

た
。
会
場
が
西
南
学
院
大
学
に
決
定

し
た
こ
と
も
重
大
な
意
味
が
あ
り
ま

し
た
。
現
代
の
学
生
、
若
者
と
の
対

話
と
い
う
点
で
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

そ
の
第
一
歩
が
記
さ
れ
た
こ
と
は
大

き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
星
野
さ
ん
が
不
当
に
も
獄
中
で
死

に
追
い
や
ら
れ
た
真
相
を
究
明
し
、

国
家
権
力
の
責
任
を
問
う
国
賠
訴
訟

闘
争
の
意
義
は
、
土
田
元
哉
弁
護
士

と
星
野
暁
子
さ
ん
の
講
演
で
明
確
に

提
起
さ
れ
、
参
加
者
が
し
っ
か
り
と

し
た
確
信
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
暁
子
さ
ん
の
「
文
昭
に
続
く

若
者
が
出
て
き
て
い
る
」
の
指
摘
は

重
要
で
す
。

　
九
州
絵
画
展
の
も
う
一
つ
の
大
き

な
獲
得
目
標
と
し
て
、
大
坂
正
明
さ

ん
支
援
の
陣
形
を
広
げ
る
こ
と
が
あ

　
６
月
30
日
～
７
月
２
日
ま
で
、
星

野
さ
ん
を
取
り
戻
す
会
・
九
州
と
し

て
は
10
回
目
の
星
野
絵
画
展
を
福
岡

市
の
西
南
学
院
大
学
で
開
き
ま
し
た
。

広
く
実
行
委
員
会
の
結
成
を
よ
び
か

け
、
多
く
の
方
々
が
主
催
者
と
し
て

担
い
、
従
来
の
カ
ベ
を
越
え
る
重
要

な
成
果
を
勝
ち
取
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
星
野
文
昭
さ
ん
絵
画
展
の
目
的
は

大
坂
さ
ん
奪
還
の
波
を
大
き
く

何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
ま
ず
、
１

９
７
１
年
11
月
14
日
に
東
京
・
渋
谷

暴
動
闘
争
と
い
う
偉
大
な
闘
い
が
あ

っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で

す
。
そ
れ
は
、
星
野
文
昭
さ
ん
、
奥

深
山
幸
男
さ
ん
、
大
坂
正
明
さ
ん
た

ち
本
土
の
学
生
・
青
年
が
、
沖
縄
労

働
者
人
民
の
「
ペ
テ
ン
的
な
返
還
協

定
を
粉
砕
せ
よ
！
」
の
決
起
に
連
帯

し
て
、
命
を
か
け
て
立
ち
上
が
っ
た

こ
と
を
現
在
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
星
野
さ
ん
の
作

品
集
は
、
70
年
「
安
保
粉
砕
＝
永
久

核
基
地
化
阻
止
、
沖
縄
全
基
地
撤

去
・
沖
縄
奪
還
」
闘
争
を
現
在
に
語

り
継
ぐ
「
生
き
た
言
葉
」
に
他
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
生
命
力
は
、
い
ま
だ

全
く
失
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
の

絵
画
展
は
そ
の
こ
と
を
十
分
に
示
し

ま
し
た
。

　
情
勢
は
米
帝
・
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
真
只

中
で
す
。
米
・
日
帝
国
主
義
の
対
中

国
侵
略
戦
争
が
迫
っ
て
き
て
お
り
、

沖
縄
を
再
度
の
戦
場
に
、
最
前
線
基

星
野
文
昭
さ
ん
を
取
り
戻
す
会
・
九
州

人
生
を
決
め
た
大
坂
さ
ん
と
の
出
会
い

い
の
正
義
を
実
証
し
て
い
ま
す
。
今

日
で
は
世
界
中
に
帝
国
主
義
者
共
の

戦
争
が
あ
ふ
れ
、
国
内
で
も
民
衆
の

願
い
を
踏
み
に
じ
り
弾
圧
し
、
権
力

者
は
再
び
戦
争
へ
と
排
外
主
義
を
あ

お
り
、
体
制
構
築
を
急
い
で
い
ま
す
。

　
大
坂
裁
判
は
改
憲
・
侵
略
戦
争
に

対
す
る
沖
縄
・
反
戦
闘
争
の
先
頭
に

立
つ
闘
い
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
全
力
で
裁
判
勝
利
の
た
め
、

で
っ
ち
上
げ
を
粉
砕
し
、
無
罪
奪
還

を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
半
世
紀
前
に
貴
方
に
出
会
え
た
運

命
は
自
己
の
生
涯
の
思
想
を
決
定
し

ま
し
た
。
無
実
の
貴
方
を
解
放
さ
せ
、

再
会
す
る
こ
と
は
わ
が
生
涯
の
責
務

だ
と
思
う
の
で
す
。

九
州
・
星
野
絵
画
展
報
告

九
州
・
星
野
絵
画
展
報
告

り
ま
す
。
大
坂
さ
ん
の
大
学
時
代
の

二
名
の
学
友
の
方
が
昨
年
に
続
い
て

駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

大
坂
さ
ん
支
援
・
連
帯
の
重
要
な
拠

点
で
す
。「
帯
広
カ
ル
テ
ッ
ト
」
を
上

回
る
よ
う
な
支
援
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
も
、
大
坂
さ
ん
コ
ー
ナ
ー
に

置
か
れ
た
要
望
書
署
名
に
は
、
立
ち

寄
っ
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が
署
名
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
月
裁
判
の
開

始
を
前
に
、
大
坂
さ
ん
無
罪
奪
還
の

波
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
秋
山
勝
行
）

元
・
千
葉
工
業
大
学
学
友　

古
田
陽
人
さ
ん

解
放
・
再
会
は
生
涯
の
責
務

沖
縄
闘
争
を
現
代
に
つ
な
ぐ

大
坂
さ
ん
支
援
陣
形
広
が
る
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●
核
戦
争
阻
止
！  

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動

　
　

８
月
６
日
（
土
）

　
　
　

原
爆
ド
ー
ム
前
集
会
・
岸
田
打
倒
デ
モ

　
　

主
催 

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
実
行
委
員
会

●
８
・
９
長
崎
反
戦
反
核
闘
争

　
　

８
月
９
日
（
火
）

　
　
　

午
前
９
時
45
分 

城
栄
公
園
で
集
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

爆
心
地
へ
デ
モ

　
　
　

午
後
２
時　
　

反
戦
反
核
長
崎
集
会

　
　

主
催 

Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ナ
ガ
サ
キ

　
　

共
催 

改
憲
・
戦
争
阻
止
！
大
行
進
実
行
委

●
霞
が
関
街
宣

　
　

８
月
18
日
（
木
）
正
午
～
午
後
１
時

　
　

９
月
15
日
（
木
）
正
午
～
午
後
１
時

　
　

東
京
地
裁
正
門
前

●
大
坂
さ
ん
激
励
！
差
入
行
動

　

第
12
回
東
京
拘
置
所
申
入
行
動

　
　

８
月
23
日
（
火
）
午
後
２
時
30
分

　
　

東
京
拘
置
所
面
会
待
合
所

　

東
拘
宣
伝
カ
ー
行
動

　
　

８
月
23
日
（
火
）
午
後
３
時
30
分

　
　

小
菅
万
葉
公
園
出
発

●
星
野
国
賠 

第
11
回
口
頭
弁
論

　
　

８
月
25
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

　
　

東
京
地
方
裁
判
所

●
大
坂
裁
判
勝
利
！　

総
決
起
集
会

　
　

８
月
27
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分

　
　

江
戸
川
区
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
星
野
全
国
総
会

　
　

８
月
28
日
（
日
）
午
前
10
時

　
　

東
京
・
曳
舟
文
化
セ
ン
タ
ー
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７
月
21
日
、
公
安
警
察
に
よ
る
全

学
連
大
会
襲
撃
事
件
の
国
家
賠
償
請

求
訴
訟
控
訴
審
判
決
が
東
京
高
裁

（
第
14
民
事
部
・
石
井
浩
裁
判
長
）で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
ん
と
、
控
訴
審
判
決
の
内
容
は
、

全
学
連
の
「
勝
訴
」
を
完
全
に
ひ
っ

く
り
返
し
、
公
安
警
察
の
違
法
性
を

認
め
た
第
１
審
の
内
容
を
完
全
に
ひ

っ
く
り
返
す
大
反
動
判
決
で
し
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
世
界
戦
争
に

向
か
い
、
国
内
に
お
い
て
は
安
倍
元

公
安
警
察
の
暴
力
を
免
罪

す
る
超
反
動
判
決
弾
劾
！

全学連国全学連国
賠控訴審賠控訴審

判決後、大坂救援会の街宣に合流（７月 21日）

首
相
が
射
殺
さ
れ
る
中
で
の
判
決
で

し
た
。
司
法
・
裁
判
所
が
岸
田
政
権

の
国
家
意
志
と
一
体
と
な
り
、
戦
争

と
改
憲
攻
撃
に
対
し
て
立
ち
上
が
る

学
生
・
労
働
者
を
抑
え
る
た
め
に
出

し
た
反
動
判
決
で
あ
り
、
絶
対
に
許

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
控
訴
審
の
過
程
で
も
、
被
告
か
ら

出
さ
れ
た
新
証
拠
は
何
も
な
く
（
し

か
も
公
安
警
察
が
持
っ
て
い
る
動
画

も
証
拠
と
し
て
提
出
し
な
い
！
）、
審

理
が
一
度
し
か
行
わ
れ
な
い
中
で
の

判
決
で
し
た
。
ま
た
、
石
井
裁
判
長

は
、
第
一
回
目
の
審
理
の
直
前
ま
で
、

原
告
が
提
出
し
た
公
安
警
察
の
襲
撃

動
画
を
見
て
な
い
こ
と
を
認
め
て
い

ま
す
。
結
局
は
、
決
定
あ
り
き
、
岸

田
政
権
の
意
を
体
現
し
た
反
動
判
決

あ
り
き
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
全
学
連
は
、
東
京
高
裁
の
判
決
に

対
す
る
弾
劾
行
動
を
行
い
、
す
ぐ
さ

ま
総
括
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
原
告
の
作
部
羊
平
君
が
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
下
、
中
国
侵
略
戦
争
に
向

か
う
中
で
の
反
動
判
決
。
15
年
安
保

国
会
の
よ
う
な
労
働
者
民
衆
の
闘
い
、

京
大
バ
リ
ケ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
キ
の
よ

う
な
闘
い
を
さ
せ
な
い
と
い
う
国
家

権
力
の
意
志
だ
」
と
怒
り
を
露
わ
に

し
ま
し
た
。
森
川
文
人
主
任
弁
護
士

は
「
こ
の
判
決
こ
そ
民
主
主
義
へ
の

挑
戦
」
と
弾
劾
し
、
他
の
原
告
代
理

人
弁
護
士
も
「
公
安
警
察
の
主
張
を

丸
写
し
に
し
た
判
決
内
容
」
で
あ
る

こ
と
を
報
告
さ
れ
、
参
加
者
全
体
が

怒
り
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
総
括
集
会
の
最
後
に
、
全
学
連
書

記
長
の
長
江
光
斗
君
が
「
全
学
連
の

闘
い
の
前
進
で
反
動
判
決
を
ひ
っ
く

り
返
そ
う
。
岸
田
政
権
を
追
い
詰
め

て
い
る
の
は
、
学
生
・
労
働
者
の
闘

い
だ
。
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
―
８
・
９

ナ
ガ
サ
キ
の
反
戦
反
核
闘
争
を
実
力

闘
争
と
し
て
爆
発
さ
せ
よ
う
。
安
倍

の
国
葬
を
絶
対
に
粉
砕
し
よ
う
！
」

と
提
起
し
、
実
力
闘
争
で
社
会
を
変

え
て
い
く
決
意
を
一
層
固
め
ま
し
た
。

　
全
学
連
は
、
上
告
審
を
闘
い
、
岸

田
政
権
の
中
国
侵
略
戦
争
阻
止
、
改

憲
と
大
軍
拡
と
闘
い
ま
す
。
学
生
運

動
の
大
爆
発
を
も
っ
て
、
こ
の
大
反

動
を
粉
砕
し
ま
す
。
全
学
連
の
大
先

輩
、
大
坂
正
明
さ
ん
の
裁
判
も
と
も

に
闘
い
、
取
り
戻
し
ま
す
。

　
全
学
連
へ
の
ま
す
ま
す
の
ご
協
力

と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
新
情
報
は
ブ
ロ
グ
で
チ
ェ
ッ
ク

各
種
行
動
へ
の
参
加
大
歓
迎
！

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戦
争
の
時
代
、
階
級
対
立
鮮
明
に

実
力
闘
争
で
大
坂
さ
ん
奪
還
を

全
学
連
国
賠
原
告　

仲
井
祐
二


